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様式Ⅰ 

 

Ⅰ－Ⅰ．「基本原則」及び「原則」の遵守（実施）状況の点検結果 

基本原則・原則 遵守状況 

基本原則１ 自主性・自律性の確保（特色ある運営） ○ 

原則１－１ 建学の精神等の基本理念に基づく教学運営体制の確立 ○ 

原則１－２ 中期的な計画の策定方針の明確化及び進捗管理 ○ 

基本原則２ 公共性・社会性の確保（社会貢献） ○ 

 原則２－１ 教育研究活動の成果の社会への還元 ○ 

 原則２－２ 多様性への対応 ○ 

基本原則３ 安定性・継続性の確保（学校法人運営の基本） ○ 

 原則３－１ 理事会の構成・運営方針の明確化 ○ 

 原則３－２ 監査機能の強化及び監事機能の実質化 ○ 

 原則３－３ 評議員会の構成・運営方針の明確化 ○ 

 原則３－４ 危機管理体制の確立 ○ 

基本原則４ 透明性・信頼性の確保（情報公開） ○ 

 原則４－１ 教育研究・経営に係る情報公開 ○ 

 

Ⅰ－Ⅱ．遵守（実施）していない「基本原則」の説明 

該当する基本原則 説明 

  

 

Ⅰ－Ⅲ．遵守（実施）していない「原則」の説明 

該当する原則 説明 

  



様式Ⅱ 

 

Ⅱ－Ⅰ．「原則」の遵守（実施）状況の判断に係る「実施項目」の取組状況 

原則１－１ 建学の精神等の基本理念に基づく教学運営体制の確立 

実施項目１－１① 説明 

建学の精神等の基本

理念及び教育目的の

明示 

建学の理念は加計学園創立者加計 勉の理念・ミッション

ステートメントであり、ホームページに掲載して、広く

社会に公表している。 

(掲載先 URL) https://kake.ac.jp/about/idea.html 

本学の教育の理念及び学部・学科の教育目的・目標等

は、大学の学生便覧をはじめ各種発行物に明示してお

り、毎年度の入学時に学生や教職員に周知・徹底を図っ

ている。その他オープンキャンパス時に来校した高校生

や進学説明会等において「学生募集要項」を配付するほ

か、同じ内容のものを本学のホームページに掲載して、

広く社会に公表している。 

(掲載先 URL) 

https://www.kusa.ac.jp/about-university/goal/ 

実施項目１－１② 説明 

「卒業認定・学位授

与の方針」、「教育課

程編成・実施の方

針」及び「入学者受

入れの方針」の実質

化 

本学における学位授与方針（DP）、教育課程の編成・実

施方針（CP）及び入学者受け入れ方針（AP）（３つのポ

リシー）は、大学としての基本方針のもとに策定されて

いる。すなわち、本学の教育理念と教育目標を踏まえた

上でDPが設定され、次に、それを具現化するためのCP

が、さらに、その両方を実現化するためのAPが一貫性・

整合性をもって設定されている。また、これら３つのポ

リシーは、本学における教育理念と教育目標を具現化す

るために一体のものであり、学生の入学から卒業又は修

了までの教育活動を実施するための基本的な指針として

設定されている。これら３つのポリシーについては、本

学における教育の質的向上（内部質保証）を図るため、

学長会議を中心とした方針・意思決定と自己点検・評価

委員及び大学評価委員会が連携し、大学全体のPDCAサイ

クルを駆動している。このPDCAサイクルは計画、評価、

改善が明確に分担され、全学的な運営・改善に寄与して

いる。 

(掲載先URL) 

https://www.kusa.ac.jp/about-university/goal/ 
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実施項目１－１③ 説明 

教学組織の権限と役

割の明確化 

学長がリーダーシップを発揮できる体制を教育、研究・

創作、学生支援及び管理運営に関する重要事項の審議及

び連絡調整を行う学長会議を中心に構築している。学長

会議における議事案件は、審議・承認後に学長が決定

し、案件に応じて教授会又は大学協議会に附議又は報告

し、大学協議会において機関決定している。学長の補佐

として３名の副学長を置き、その役割を明確にして職務

に当たっている。これらの使命・目的の達成のため、学

長会議を中心とした方針・意思決定に関する組織、各種

委員会、センター等を規則等に基づき整備し、教学マネ

ジメントの体制を構築している。教授会に相当する組織

は、関係規程に基づき、位置付け及び役割が明確になっ

ており、学長が予め意見を聴くことが必要な件について

も、定めている。併せて、教学マネジメントの遂行に必

要な職員を適切に配置し、役割を明確に定め、運営して

いる。 

実施項目１－１④ 説明 

教職協働体制の確保 学長がリーダーシップを発揮できる体制として、教学運

営及び管理運営の審議等は学長会議を中心に構築してお

り、事務局長が構成員となっている。また、各種全学委

員会には、事務局長及び関係部課長が参画し、教職協働

による教学マネジメント体制を構築し、運営している。 

実施項目１－１⑤ 説明 

教職員の資質向上に

係る取組みの基本方

針・年次計画の策定

及び推進 

教育内容・方法等の改善の工夫・開発は規則に沿って FD

研修の年間計画を策定し、実施している。職員の資質・

能力向上のための FD・SD研修会は、最新の教育環境の変

化やハラスメント対応など時代のニーズに応じて見直し

を実施している。併せて、各学部主催の FD研修会を開催

し、教職員が参加する体制を採っている。 

 

  



原則１－２ 中期的な計画の策定方針の明確化及び進捗管理 

実施項目１－２① 説明 

中期的な計画の策

定方針の明確化及

び具体性のある計

画の策定 

「倉敷芸術科学大学ビジョン 2031」の策定に当たって、全教

職員を対象に学長の説明による意見交換が行われ、ビジョン

は学長会議、大学協議会で承認・決定し、理事会で承認され

ており、役員、教職員の理解と支持が得られている。ビジョ

ンを具体化するため 5 年間の中期計画である「倉敷芸術科学

大学アクションプラン 2022-2026」を策定しており、ビジョ

ン、アクションプランはホームページに掲載し、学内外に周

知している。 

(掲載先 URL) 

https://www.kusa.ac.jp/about-university/pres-message/ 

実施項目１－２② 説明 

計画実現のための

進捗管理 

アクションプランに基づく事業計画の策定と達成度の検証に

ついて、毎年自己点検・評価委員会にて実施し、学長会議で

審議した後、大学協議会等に報告をしている。また、学内に

周知するとともに、理事会に報告し、ホームページで広く社

会へ公表している。 

(掲載先 URL) 

https://www.kake.ac.jp/information/project.html 

原則２－１ 教育研究活動の成果の社会への還元 

実施項目２－１① 説明 

社会の要請に応える人

材の育成 

本学の授業科目において、岡山県倉敷地域に根差した大

学で学ぶ自覚を持ちながら、地域社会の構成員として、

生活・活動するため「地域インターンシップ」を開講し

ている。 

 １年次生及び３年次生全員に対してジェネリックスキ

ル測定テストを受検させ、キャリアサポート、学生の自

己分析と指導に活用している。 

 隣接する総社市と連携した行政職のインターンシップ

や専門学校と提携した公務員対策試験講座を実施し、試

験合格後に受験料を奨学金として給付する制度を設けて

いる。 
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実施項目２－１② 説明 

社会貢献・地域連携の

推進 

本学の研究・地域連携センターでは、岡山県内及び近隣

の地域における教育支援・高大連携活動の一環として教

員の研究支援と、学外からの協力相談窓口業務（教育機

関、自治体、企業等からの出張講義、講演、調査・研

究、作品制作等への依頼対応）を実施ており、地域社会

に密着した大学としての役割を果たし続けている。 

(掲載先 URL) 

https://www.kusa.ac.jp/research/coo-center/ 

 

原則２－２ 多様性への対応 

実施項目２－２① 説明 

多様性を受容する

体制の充実 

アカデミックアドバイジングデスクを開設し、専任教員を

配置してオープンスペースで相談しやすい環境があり、多

様な悩みや修学への困りごとを抱えた学生に対する個別相

談支援を目的として公認心理師等のカウンセラーを生活支

援や外部機関との連携を強化する目的として社会福祉士の

ソーシャルワーカーを配置し、学生支援、相談体制を整備

している。 

また、あいサポーター研修とアカデミック・コモンズで開

催される障がい者理解等の行事への参加をもって認定する

本学独自のピアサポーター制度を導入している。 

実施項目２－２② 説明 

役員等への女性登

用の配慮 

女性の役員及び評議員を選任している。 

(掲載先 URL) 

https://kake.ac.jp/information/officer.html 
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原則３－１ 理事会の構成・運営方針の明確化 

実施項目３－１① 説明 

理事の人材確保方

針の明確化及び選

任過程の透明性の

確保 

理事の選任方法については寄附行為で定め、私立学校法の

趣旨を踏まえ、理事に求められる資質を備えた人材を、評

議員会に経歴等を記載した資料を基に諮問し、理事の選任

を行っている。また、理事長の選任に当たっては寄附行為

施行細則の定めに合致する理事を理事長として選任してい

る。選任については、学外者が 3分の 1を占める理事会及び

学外者が 3分の 2を占める評議員会に諮り、役員名簿を公開

している。さらにその決議録及び議事録は事務局に備え付

け、求めに応じ閲覧可能としており、透明性を確保してい

る。 

実施項目３－１② 説明 

理事会運営の透明

性の確保及び評議

員会との協働体制

の確立 

理事会及び理事の職務及び理事会の運営については寄附行

為に明確に定め、外部理事の役割についても定め公開する

ことで透明性を確保している。また、評議員会との相互牽

制については外部評議員を多く選任するとともに理事との

兼職を禁止し、適切な相互牽制と協働体制を構築してい

る。 

実施項目３－１③ 説明 

理事への情報提

供・研修機会の充

実 

理事の資質向上を目的として、役員及び評議員を対象に私

学行政及び経常費補助金の動向などについて研修会を実施

するとともに、理事会においても共有すべき学園内の情報

を近況報告として共有している。 

原則３－２ 監査機能の強化及び監事機能の実質化 

実施項目３－２① 説明 

監事及び会計監査

人の選任基準の明

確化及び選任過程

の透明性の確保 

監事及び会計監査人の独立性を確保するため利益相反及び

競業がないことを確認しており、選任については私立学校

法の趣旨を踏まえ、求められる資質を備えた人材を評議員

会で選任決議している。選任過程については選任方法を規

定する寄附行為及び役員名簿を公開しており、透明性を確

保している。 

実施項目３－２② 説明 

監事、会計監査人

及び内部監査室等

の連携 

監事監査規則及び内部監査規則を整備しており、監査計画

については毎年策定し、年度当初に当該計画を理事会で報

告している。また、監事、会計監査人、監査室間で、各監

査規則に則り実施した監査結果及び相互に必要な情報提供

と意見交換を行うことで連携を図っている。 

  



実施項目３－２③ 説明 

監事への情報提

供・研修機会の充

実 

監事が十分な監査が出来るよう監査室及び会計監査人が情

報提供を行っており、また職務における資質向上を図るた

め、役員及び評議員を対象に私学行政及び経常費補助金の

動向などについて研修会を実施するとともに、理事会・評

議員会においても共有すべき学園内の情報を近況報告とし

て共有している。 

原則３－３ 評議員会の構成・運営方針の明確化 

実施項目３－３① 説明 

評議員の選任方法

や属性・構成割合

についての考え方

の明確化及び選任

過程の透明性の確

保 

評議員会の選任方法や属性については寄附行為で定め、私

立学校法の趣旨を踏まえ評議員に求められる資質を備えた

人材を、評議員会にて経歴等を記載した資料を基に選任し

ている。選任方法を定めた寄附行為及び評議員名簿につい

てはホームページで公開する等、透明性を確保している。 

実施項目３－３② 説明 

評議員会運営の透

明性の確保及び理

事会との協働体制

の確立 

評議員会の招集や議決事項並びに評議員の職務など運営方

法を定めた寄附行為はホームページで公開しており、理事

との兼職を禁止することで理事会との建設的な協働と相互

牽制の体制を構築している。 

実施項目３－３③ 説明 

評議員への情報提

供・研修機会の充

実 

評議員が学校法人の適正な運営に必要な見識を得て、職務に

おける資質向上を図るため、役員及び評議員を対象として私学

行政及び経常費補助金の動向などについて研修会を実施する

とともに、評議員会においても共有すべき学園内の情報を近況

報告として共有している。 

原則３－４ 危機管理体制の確立 

実施項目３－４① 説明 

危機管理マニュア

ルの整備及び事業

継続計画の策定・

活用 

学校法人加計学園リスク管理規程を設け、マニュアル整備

及び事業継続計画の策定に向けて体制を整えている。 

実施項目３－４② 説明 

法令等遵守のため

の体制整備 

学校法人加計学園コンプライアンス推進規程を整備し、学園の

社会的信用を確保するとともに、業務運営の公平・公正性の確保

に努めている。コンプライアンス対策課を置き、コンプライアンス

推進体制の強化及び迅速に対応出来る体制を構築している。 



原則４－１ 教育研究・経営に係る情報公開 

実施項目４－１① 説明 

情報公開推進のた

めの方針の策定 

情報セキュリティー委員会にて個人情報の取り扱いについ

ては慎重な取り扱いを行っている。 

研究・地域連携センターが把握する地域連携の活動にかか

る情報の集約と整理を行い、本学の地域連携に関する情報

を Webページ上に閲覧しやすい形でまとめ、集約した情報の

中から地域連携の好事例として複数を抽出して、大学公式

Web サイトにある研究・地域連携センターのセクションから

閲覧できるよう、学内外へ情報発信を行った。 

(掲載先 URL) 

https://www.kusa.ac.jp/research/coo-center/ 

実施項目４－１② 説明 

ステークホルダー

への理解促進のた

めの公開の工夫 

ステークホルダーへの情報公開、財務情報において、決算

報告などでは専門用語や数値の見方などの解説やグラフを

活用することで、わかりやすく工夫をしている。これによ

り、本学の概要が理解できるよう努めている。 

(掲載先 URL) 

https://www.kusa.ac.jp/about-university/outline/ 

Ⅱ－Ⅱ．「実施項目」に記載の内容とは異なる独自の方法により、「原則」を遵守し

ていると判断した場合の取組内容 

該当する原則 説明 

  

 

https://www.kusa.ac.jp/research/coo-center/
https://www.kusa.ac.jp/about-university/outline/

